
（特非）　ニッポンバラタナゴ高安研究会

（特非）　大山千枚田保存会

高安の里におけるニッポンバラタナゴを保
護するための地域循環共生圏づくり

台風被害が里山里海の生態系に与えた影響
の把握と、そこから考える里山里海の保全
活動

ニッポンバラタナゴの
個体数 10万 尾

きんたい米の生産量 300 kg

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 50 ％
 大阪府

 千葉県鴨川市

実　践

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
高安地域の自然再生活動である、ニッポンバラタナ
ゴ（キンタイ）の保護池調査やドビ流し（池干し）、里
山の森林整備、及び里地の有機栽培を実施すること
で、ニッポンバラタナゴを含む生物多様性を保全す
るための地域循環共生圏の構築を目指した。その成
果は、森林資源のバイオマスエネルギーとしての利
用や有機野菜やブランド米（きんたい米）、河内木綿
の商品化など、自立分散型の持続可能な生態系サー
ビスの利用方法の可能性を確認すると同時に、ニッ
ポンバラタナゴの個体数も予想を超える約10万尾を
保全することができた。

活動内容と成果
①里山の生物について21回の観察会形式の調査を実
施した。また、地元漁師10人に海洋環境の変化に
ついてヒアリングを行った。
②3aの森林に対して、2回の森の健康診断及び10回
の森林整備を行った。
③森の新たな活用、海と森の結びつき、台風後の里山
の生物相の変化について学ぶ勉強会を6回行い、森
林活用計画を作った。
④これらをもとに台風が里山里海に与えた影響につ
いて伝えるためのリーフレットを5,000部作成し、
関係団体及び体験参加者に配布した。

課　題
高安地域の自然再生活動によって、持続可能な生態系
サービスを維持しながら、ニッポンバラタナゴを含む
生物多様性を保全するための地域循環共生圏を構築す
る。

目　標
地元住民や行政及び都市部のものづくりの得意な企業
や住民と連携し、ニッポンバラタナゴを含む生物多様
性が保全される高安地域循環共生圏を構築する。

課　題
令和元年に発生した台風は私たちの自然環境・生活環
境に多大な影響を与えた。台風が里山里海に与えた影
響を把握し、新たな保全活用法を検討することが急務
であると考えた。

目　標
台風による里山里海の生態系への影響が把握されると
同時に、それらが再生・保全するための活動が普及され
る。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症と夏の猛暑
の影響で、保護池調査や河内木綿の栽
培が一時期停止したため、ドブガイの
繁殖や綿の収穫量が激減した。

■工夫した点
オンラインでドビ流し（池干し）の中
継や活動紹介を実施した。また、保護
池の貝を再生するためのナノバブル発
生装置を設置した。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍ということも
あり外部との調整やスケジュールの
変更などは苦労した。

■工夫した点
地元中学生や農家に積極的な働きか
けをすることで活動を進めることが
できた。

高安中学校区まちづくり協議会と協働し、『八尾廃校SATODUKURI BASE』を拠
点として、きんたい廃校博物館や河内木綿の伝承の場、及び、高安山の森林資源を
利用した木育教室を同時開催する。

オンラインも含めた里山里海の環境をライブで伝えることのできる勉強会の開催
方法は、工夫する必要性を感じた。同時に気候変動と自然生態系の関わりを伝える
ためにツールの開発に結び付けたい。

今後の
展望

今後の
展望

ニッポンバラタナゴの保護のためのドビ流しニッポンバラタナゴの保護のためのドビ流し

台風で荒れてしまった竹林の整備台風で荒れてしまった竹林の整備

保護池の水で栽培したきんたい米保護池の水で栽培したきんたい米

台風の後の里山台風の後の里山

里山の生物相の調査 21 回
里山里海の活用法の
勉強会 6 回

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 40 ％


